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認定ＮＰＯ法人
認知症予防ネット神戸
伊藤  米美さん

笑顔

ステキ

●高齢者生協との出会いを教えてくだ
さい。

　Gさん：妻が要介護 2 になってからなの
で、ヘルパーさんとは 10年ぐらいのお付き

合いになります。訪問してくれるのが楽し

みなんです。外出がしづらくなって人との

会話の機会が減りました。ヘルパーさんと

のおしゃべりが大事な薬のようで、体と心

のケアになっていると思っています。

　私自身が要支援 2 なのですが、あるとき

突風にあおられて自転車で転んで骨折して

しまいました。その痛みで妻の介護が大変

になった時も親身に話を聞いてくれ、制度

利用の情報を教えてくれたり申請手続きに

も一緒に役所へ行ってくれたりと、忙しい

なか尽力してくれました。

　誰もができることではないと感じて

います。

●最後に、組合に期待する事があれば教え
てください。
　G さん：私は読書が好きで、吉川英治や
松本清張などを自転車で図書館に行き借り

てきて読んでいました。今は自転車に乗れ

なくなって歩くのも 10 分以上はできませ

ん。もし、自宅まで本のレンタルをしてもら

えたらいいなと思います。（聞き取り/前田）

　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
認
知
症
予
防

ネ
ッ
ト
神
戸
の
伊
藤
で
す
。

　
法
人
は
2
0
1
0
年
、
地
域
の
中
で

顔
の
見
え
る
安
心
の
関
係
・
つ
な
が

り
を
広
げ
る
事
で
「
い
つ
ま
で
も
暮
し

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ

う
」と
の
目
的
で
設
立
し
ま
し
た
。

　
当
時
は「
認
知
症
予
防
」に
つ
い
て
、

社
会
で
の
認
識
は
な
い
状
況
で
し
た
。

　
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
訪
問

介
護
の
事
業
所
で
、
介
護
部
長
（
看
護

師
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
と
し
て
高
齢

者
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
時
、
ご
相

談
に
繋
が
る
人
は
、
進
行
し
た
認
知
症

の
人
と
ご
家
族
ば
か
り
で
し
た
。家
に

も
入
れ
ず
、
介
入
も
で
き
な
い
こ
と
も

多
々
。そ
ん
な
認
知
症
の
人
と
ご
家
族

に
出
会
っ
た
経
験
か
ら
、
も
っ
と
早
く

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
２
０
０
６
年
在
職
中
か
ら
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
法
人
の
予
防
教
室
の
柱
は
、「
生
活

習
慣
改
善
」で
す
。教
室
の
特
徴
は
、
正

常
域
、認
知
症
予
備
軍
、認
知
症
の
人
・

す
べ
て
の
ス
テ
ー
ジ
の
人
が
楽
し
く

参
加
さ
れ
、
予
備
軍
の
人
が
正
常
域
に

戻
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
法
人
の
取
り
組
み
の
２
つ
目
の
柱

は
、「
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
認
知
症
予

防
」で
す
。

　
２
０
０
６
年
、
活
動
開
始
以
来
３
年

に
１
か
所
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上

げ
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

通
し
て
顔
の
見
え
る
関
係
を
広
げ
る

事
。取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
住
民

自
身
の
取
り
組
み
を
促
し
、
サ
ポ
ー
ト

す
る
事
」。２
０
２
２
年
に
は
長
田
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
協
働
が
始

ま
り
、
今
後
も
さ
ら
に
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
ひ
ろ
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

〈12〉

〈11〉

神戸西部支部
G さん
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「制度利用」を
親身に教えてもらいました

「生活習慣改善」と
「まちづくり」による認知症予防






